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いのではなし1か また この工法をさまざまな角度から PRす
ることで、使用実績が増加すると考えられる。
2 発明、特許権その他の知的 I (優れている点)











状況 | これまでに、 23件の論文を公表し，国際学会等で 6件，圏内
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総括 1 1 (優れている点)
上記1.-3 までの評価に基| 基盤技術の確立、次世代研究者育成(基礎/応用、材料化学








































































































































上記1.-3. までの評価に基 I ~ 学会誌への投稿、シンポジウム、セミナーの実施などにより 、
づき、「新産業分野創出」に結び| 存在感が高まっており、社会に対する成果の還元もよくなさ
つく開発研究成果が出ているか| れていると評価できる。
(研究のアウトプット)、また現実 I ~ 実環境を想定した課題設定などを進め、また並行して、地元
に「新産業分野創出Ji主1)(研究成| 産業との交流を積極的に行っていることは高く評価できる。














































































































































る。特に四つの分野、 I 集積回路用配線、 11 フラットパネル用

















































































具体的には、最先端の 4分野 (I 集積回路用配線、 II フラッ




























































2 発明、特許権その他の知的 I (優れている点)
























































































































本プロジェクトは(1 )集積回路用配線， (II)高精彩平面デ、イスプレイ用配線， (皿)電力変換用 SiC
パワーモジュール用配線，(IV)太陽電池用 Cuペースト配線，と材料やスケールが大きく異なる 4つ
のサブ、テーマの配線技術の開発を同時並行に行ったものである。このうち， (IV) 太陽電池用 Cuペ












I 集積回路用配線、 11 フラッ トパネル用配線、 111 パワーデ、バイス用配線、 1V 太陽電池用配
線の四つの分野に共通する‘配線'としづ課題に挑戦し、 I 集積回路用配線では Cu-Mn合金を用い





















































































































2 発明、特許権その他の知的 I (優れている点)








































































































































































































































況 | 論文は総数 37編、著書 0冊、国際学会 81件(うち招待講演総













































































1. 高性能シリコン CMOSプロセスデバイス開発では、最適な METALでシリサイド化し、バリアハ
イトを下げることで、コンタクト抵抗を 2桁下げ、飽和電流の取り出しを 350/0から 980/0以上に改


































































上記1.--3 までの評価に基 l ・
づき当初の開発研究計画の進


























































の状況について |・ セキュリティ産業新聞，電波新聞， 日刊工業新聞等で取り上
げられている。
総括 E
上記1.--3 までの評価に基 l ・
づき、「新産業分野創出」に結び
つく開発研究成果が出ているか



































































プ 口ジエクト名 |超低消費電力 ・大画面 ・高品位ディスプレイ開発
プロジェクトリーダー名|内田 龍男
I.プロジェクトの開発研究計画に照らした開発研究の進捗状況に係る評価等
1 開発研究の進捗状況(当初 I (優れている点)








































































































2 発明、特許権その他の知的 I (優れている点)
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1315-1325 10 木村PJ 発表(リーダー)
1325-1335 10 (中間) 質疑(委員、リーダー)
発表準備5分間
② 






1405-1415 10 栗原Pl 発表(リーダー)
1415-1425 10 (中間) 質疑(委員、リーダー)
発表準備5分間
④ 
1430-1440 10 小池Pl 発表(リーダー)




1505-1510 5 横山Pl 書面審査代表よりコメント





























第 1条 この規程は、東北大学未来科学技術共同研究センター(以下「センター」という 。)の
来E織及び運営について定めるものとする。
(目的)


































































































留学生センター運営委員会委員 平成 12年 3月31日まで





附員Ij(平成 14年4月 16日規第 128号改正)
この規程は、平成 14年4月 16日から施行する。
附則(平成 14年7月 16日規第 135号改正)
この規程は、平成 14年 7月 16日から施行する。
附則(平成 15年9月 16日規第98号改正)
この規程は、平成 15年 10月 1日から施行する。




附則(平成 17年 12月27日規第 186号改正)抄
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制定平成 10年 4月 9日
(趣旨)

















この内規は、平成 10年 4月 9日から施行する。
附員Ij (平成 12年 4月 1日改正)
この内規は、平成 12年 4月 1日から施行する。
附員Ij (平成 16年 4月 1日改正)
この規則は、平成 16年 4月 1日から施行する。
附員Ij (平成 17年 4月 26日改正)





第 1条 この要項は、東北大学未来科学技術共同研究センタ一規程(平成 10年 4月 9
日規第 46号)第 13条及び東北大学未来科学技術共同研究センター研究プロジェク




























































との要項は、平成 16年 4月 1日から施行する。
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